
町
人
の
苗
字
「
江
戸
時
代
の
百
姓
や
町
人
は
苗
字
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
」
と
い
う
俗
説
が
あ
る
。
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ

と
は
最
近
広
く
知
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
百
姓
や
町
人
も
普
通
は
苗

字
を
持
っ
て
い
た
。
た
だ
し
武
士
と
の
や
り
取
り
で
苗
字
を
使

用
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
百
姓
・
町
人
が

武
士
へ
提
出
す
る
書
類
、
あ
る
い
は
武
士
が
百
姓
・
町
人
へ
宛

て
て
出
す
書
類
な
ど
に
は
、
特
別
な
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
く

と
、
百
姓
・
町
人
の
苗
字
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
武
士
が
構
成
員
で
あ
る
役
所
、
例
え
ば
江
戸
の
町
奉

行
所
な
ど
が
保
管
す
る
書
類
を
通
し
て
見
る
と
、
江
戸
の
一
般

的
な
町
人
た
ち
は
苗
字
を
持
っ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る

の
で
あ
る
。

江
戸
町
方
で
町
々
を
支
配
し
て
い
た
名
主
た
ち
も
身
分
は
町

人
で
あ
り
、
苗
字
を
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
町
奉

行
所
の
書
類
に
苗
字
は
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
名
主
た

ち
の
組
織
内
で
授
受
さ
れ
る
書
類
や
個
々
の
名
主
同
士
が
交
わ

す
書
状
な
ど
に
は
、
し
ば
し
ば
苗
字
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の

文
書
は
武
士
が
読
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

（
例
え
ば
、
本
巻
二
六
頁
掲
載
の
文
書
は
、
名
主
か
ら
名
主
へ

宛
て
た
通
達
の
写
で
、
そ
れ
が
名
主
の
家
に
保
管
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
差
し
出
し
人
の
名
主
六
名
の
苗
字
が
記
載
さ
れ
て
い

る
）。
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苗
字
三
名
主
と
こ
ろ
が
、
江
戸
町
方
の
名
主
の
な
か
に
は
、

武
士
と
の
間
で
あ
っ
て
も
特
別
に
苗
字
の
使
用
を
許
さ
れ
た
名

主
が
い
た
。
深
川
熊
井
町
（
後
に
日
本
橋
堀
江
町
）
名
主
の
熊

井
理
左
衛
門
、
牛
込
改
代
町
（
後
に
日
本
橋
新
材
木
町
）
名
主

の
石
塚
三
九
郎
、
小
石
川
金
杉
水
道
町
（
後
に
日
本
橋
長
谷
川

町
）
名
主
の
鈴
木
市
郎
右
衛
門
、
以
上
の
三
名
で
あ
る
。
こ
の

三
名
主
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
十
二
月
か
ら
安
政
四

（
一
八
五
七
）
年
十
二
月
ま
で
の
十
五
年
間
に
わ
た
っ
て
、
苗

字
使
用
の
許
可
を
得
て
い
た
（
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
篇
五
十

五
、
八
〇
六
～
八
一
〇
頁
、
お
よ
び
小
林
信
也
『
江
戸
の
都
市

プ
ラ
ン
ナ
ー
』
柏
書
房
二
〇
一
三
年
、
第
六
章
）
。
江
戸
町
方

の
名
主
で
、
現
在
、
苗
字
の
使
用
許
可
が
確
認
さ
れ
て
い
る
例

は
、
こ
の
三
名
主
以
外
に
は
い
な
い
。

三
名
主
は
、
苗
字
の
使
用
許
可
を
得
る
と
同
時
に
、
惣
名
主

上
席
と
い
う
地
位
に
就
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
町
方
の

名
主
全
員
を
取
り
締
ま
る
役
目
を
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
の
で

あ
る
（
「
其
身
一
代
苗
字
差
し
免
し
、
惣
名
主
上
席
取
り
締
ま

り
申
し
付
け
…
」『
東
京
市
史
稿
』
同
右
、
八
〇
七
頁
）。
江
戸

町
方
の
名
主
の
総
人
数
は
年
代
に
よ
っ
て
変
動
が
あ
る
が
、
こ

の
時
期
、
約
二
五
〇
名
で
あ
る
。
そ
の
名
主
全
員
の
な
か
で
指

導
者
的
な
地
位
に
い
た
の
が
熊
井
理
左
衛
門
・
石
塚
三
九
郎
・

鈴
木
市
郎
右
衛
門
の
三
名
主
だ
っ
た
。
苗
字
使
用
の
特
別
許
可

は
そ
の
地
位
を
象
徴
す
る
も
の
だ
っ
た
。

天
保
改
革
頓
挫
後
の
名
主
三
名
主
が
苗
字
の
使
用
を
許
さ
れ

惣
名
主
上
席
と
な
っ
た
の
は
、
天
保
改
革
の
最
中
の
こ
と
で
あ

る
。
江
戸
町
方
を
対
象
と
す
る
改
革
諸
政
策
の
実
施
に
あ
た
っ
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て
は
、
当
時
の
都
市
社
会
が
抱
え
る
矛
盾
の
深
刻
さ
と
改
革
方

針
の
苛
烈
さ
に
比
例
し
た
膨
大
な
行
政
諸
業
務
が
必
要
と
な
り
、

市
中
取
締
掛
・
諸
色
掛
と
い
う
名
主
組
織
が
新
設
さ
れ
た
。
市

中
取
締
掛
の
業
務
は
、
町
方
住
民
の
衣
食
住
そ
の
他
、
生
活
全

般
に
わ
た
る
取
り
締
ま
り
で
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

諸
色
掛
は
い
わ
ゆ
る
株
仲
間
解
散
令
の
直
後
に
設
置
さ
れ
た
。

改
革
政
策
の
目
玉
と
し
て
商
人
た
ち
の
同
業
者
組
合
で
あ
る
株

仲
間
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
仲
間
に
代
わ
っ
て
名
主
た

ち
が
江
戸
で
流
通
す
る
諸
商
品
の
価
格
な
ど
の
調
査
・
統
制
に

あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
苗
字
三
名
主
が

市
中
取
締
掛
・
諸
色
掛
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
名
主
組
織
の
整
備
と
三
名
主
の
抜
擢
は
、
天
保
改

革
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
老
中
水
野
忠
邦
と
そ
の
腹
心
の
町

奉
行
鳥
居
耀
蔵
の
主
導
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
天
保
十
四

（
一
八
四
三
）
年
閏
九
月
に
老
中
水
野
は
失
脚
し
急
進
的
な
改

革
は
頓
挫
す
る
。
一
方
、
名
主
組
織
の
活
動
と
三
名
主
の
指
導

者
的
地
位
は
水
野
の
失
脚
に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
。

改
革
を
機
に
名
主
組
織
が
果
た
す
役
割
は
増
大
し
、
も
は
や
そ

れ
な
く
し
て
江
戸
町
方
の
行
政
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

株
仲
間
再
興
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
三
月
か
ら
翌
年
四
月

ま
で
の
約
一
年
間
を
ピ
ー
ク
に
、
三
名
主
と
名
主
組
織
が
フ
ル

稼
働
す
る
事
態
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
株
仲
間
の
再
興
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
天
保
改
革
の
最
重
要
政
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
十
二
月
に
株
仲
間
の
解
散
が

命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
目
の
嘉
永
四
年
三
月
、
解
散
さ

せ
ら
れ
た
株
仲
間
に
対
し
、
享
和
年
間
（
一
八
〇
一
～
〇
四
）

以
降
で
新
規
に
結
成
さ
れ
た
一
部
の
仲
間
を
除
き
再
興
が
許
可

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

株
仲
間
再
興
に
お
け
る
基
幹
的
な
作
業
は
、
各
株
仲
間
の
名

簿
＝
名
前
帳
の
作
成
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
諸
色
掛
名
主
た
ち
に

こ
の
作
業
が
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

名
前
帳
の
作
成
に
前
述
の
ご
と
く
約
一
年
も
か
か
っ
た
の
は
、

こ
の
仕
事
が
単
純
な
名
簿
の
調
製
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
変
な
仕

事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
す
べ
て
の
株
仲
間
の
名
前
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帳
を
調
製
す
る
こ
と
自
体
が
膨
大
な
作
業
量
を
要
す
る
が
、
こ

の
仕
事
の
本
当
の
難
し
さ
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
一
番
の

難
題
は
、
株
仲
間
解
散
以
来
表
面
化
し
て
き
た
仲
間
外
の
商
人

の
活
動
実
態
を
株
仲
間
再
興
の
枠
の
な
か
に
取
り
込
も
う
と
し

た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
幕
府
の
最
大
の
関
心
は
、
江
戸
へ
の
商

品
供
給
を
潤
沢
に
し
て
諸
物
価
を
抑
制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
そ
う
し
た
仲
間
外
の
商
人
が
担
っ
て
い
る
商
品
流

通
の
量
は
確
保
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
商
人
の
活
動
に
一
定
の
統

制
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
作
り
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
従
来
の
仲
間
商
人
た
ち
を
古
組
と
し
た
の
に
対
し

て
、
仮
組
と
呼
ば
れ
る
別
枠
を
設
定
し
、
そ
の
仮
組
に
仲
間
外

商
人
た
ち
を
編
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
仲
間
外
商

人
で
あ
っ
て
も
そ
の
営
業
規
模
が
大
き
い
場
合
な
ど
は
古
組
へ

の
加
入
を
認
め
て
い
く
方
針
を
と
っ
た
。
当
然
、
こ
う
し
た
措

置
は
、
仲
間
商
人
と
仲
間
外
商
人
と
の
間
で
の
利
害
調
整
を
必

要
と
し
た
が
、
し
ば
し
ば
両
者
は
対
立
し
た
。
諸
色
掛
名
主
に

よ
る
名
前
帳
の
作
成
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
な
が
ら

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
困
難
な
作
業
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

水
茶
屋
亀
の
尾
諸
色
掛
名
主
に
よ
る
名
前
帳
の
作
成
が
行
わ

れ
た
場
所
は
、
日
本
橋
本
町
三
丁
目
の
水
茶
屋
亀
の
尾
で
あ
っ

た
。
こ
の
亀
の
尾
に
名
主
た
ち
は
詰
め
、
商
人
た
ち
を
そ
こ
へ

召
還
し
、
名
前
帳
の
原
案
や
古
記
録
の
提
出
な
ど
を
命
じ
た
。

亀
の
尾
に
お
け
る
名
主
た
ち
の
名
前
帳
作
成
の
仕
事
は
「
下

調
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
「
下
調
」
作
業
は
、
前
述
の
と
お
り
、

約
一
年
た
っ
て
よ
う
や
く
一
段
落
し
て
い
る
。
嘉
永
五
（
一
八

五
二
）
年
四
月
付
の
諸
色
掛
名
主
た
ち
の
報
告
書
（
本
巻
、
四

九
五
～
四
九
九
頁
）
で
は
、
百
十
件
の
仲
間
の
名
前
帳
作
成
が
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そ
れ
ま
で
に
終
了
し
た
こ
と
、
そ
し
て
「
下
調
」
が
い
ま
だ
完

了
し
て
い
な
い
仲
間
の
調
査
が
二
十
一
件
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
未
完
成
部
分
を
残
す
が
、
ひ
と
ま
ず
は

仕
事
が
一
段
落
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
名
主
が
毎
日
亀
の
尾
に

詰
め
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
動
員
体
制
は
や
め
て
、
今
後
は
一

ヶ
月
に
六
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
寄
合
を
開
い
て
い
く
こ
と
に
し

た
い
と
い
う
提
案
が
、
こ
の
報
告
書
で
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
そ
れ
ま
で
の
約
一
年
間
、
亀
の
尾
で
の
名
主
寄
合
は
毎
日

恒
常
的
に
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
当
三
月
以
来
、
昼
夜

相
調
」
と
記
す
史
料
も
残
っ
て
い
る
。
昼
夜
兼
行
の
相
当
長
時

間
の
仕
事
が
、
水
茶
屋
亀
の
尾
で
は
連
日
続
け
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
株
仲
間
再
興
の
「
下
調
」
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
嘉
永
五
年
四
月
以
降
も
、
亀
の
尾
の
名
主
寄
合
が
活

動
を
継
続
し
、
江
戸
で
の
諸
商
人
の
利
害
調
整
を
担
い
続
け
て

い
く
と
い
う
事
実
で
あ
る
（
小
林
信
也
『
江
戸
の
民
衆
世
界
と

近
代
化
』
山
川
出
版
社
二
〇
〇
二
年
、
第
七
章
）
。
約
一
年
か

け
て
、
商
人
仲
間
の
関
係
者
と
直
接
会
っ
て
交
渉
し
、
ま
た
、

す
べ
て
の
仲
間
の
過
去
と
現
状
と
を
調
べ
上
げ
株
仲
間
再
興
の

か
た
ち
を
作
っ
た
の
は
、
連
日
、
昼
も
夜
も
な
く
亀
の
尾
で
働

き
続
け
た
名
主
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
名
主

た
ち
の
手
元
と
頭
脳
に
は
、
江
戸
の
商
業
に
関
す
る
比
類
の
な

い
質
と
量
の
情
報
が
蓄
え
ら
れ
、
有
力
な
商
人
た
ち
と
の
面
識

も
増
え
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
苗
字
三
名
主
を
中
心
と
す
る
名
主
組
織
は
、
江
戸

の
商
業
統
制
に
お
い
て
中
核
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

小
林
信
也
『
江
戸
の
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
』
（
柏
書
房
、
二
〇
一

三
年
）

（
専
門
史
料
編
さ
ん
員
小
林
信
也
）
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《
嘉
永
三
年
＝
一
八
五
〇
》

麦
湯
店
で
の
過
剰
サ
ー
ビ
ス
に
規
制

六
月
二
十
四
日
町
奉
行
は
最
近
に
な
っ
て
往
還
に
出
店
し
た

麦
湯
店
の
過
剰
サ
ー
ビ
ス
規
制
に
乗
り
出
し
、
問
題
の
あ
る
店

は
即
刻
取
り
払
い
と
す
る
通
告
を
市
中
に
発
し
た
。
夏
の
宵
涼

み
客
を
目
当
て
に
麦
茶
を
供
す
る
店
は
す
っ
か
り
江
戸
の
風
物

詩
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
火
災
の
リ
ス
ク
と
風
俗
取
締
の

観
点
か
ら
一
昨
年
に
も
統
制
が
試
み
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
若
い
女
性
を
雇
っ
て
接
待
を
さ

せ
た
り
、
涼
み
台
で
客
と
酒
食
を
共
に
さ
せ
る
店
が
増
え
、
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
門
付
け
と
称
し
て
、
若
い
女
性
芸

能
者
を
呼
び
、
酒
の
相
手
を
さ
せ
る
店
も
相
次
ぎ
、
と
う
と
う

強
硬
措
置
に
踏
み
切
っ
た
形
だ
。
な
お
町
屋
住
居
の
店
舗
や
、

広
場
な
ど
へ
葭
簀
張
で
の
出
店
許
可
を
得
て
長
く
続
い
て
い
る

店
は
、
風
俗
に
関
わ
る
営
業
を
し
て
い
な
い
限
り
規
制
の
対
象

外
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
涼
も
う
と
し
て
出
か
け
た

麦
湯
店
で
過
剰
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
か
え
っ
て
熱
い
お
灸
を
据

え
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
分
は
用
心
が
必
要
に
な
り
そ

う
だ
。
→
産
業

58―

86頁

女
芸
者
、
名
簿
提
出
に
よ
る
管
理
徹
底

九
月
三
日
こ
の
日
、
北
町
奉
行
所
御
白
洲
に
市
中
取
締
掛
名

主
ら
が
召
し
出
さ
れ
、
「
女
芸
者
取
締
令
」
が
通
達
さ
れ
た
。

こ
れ
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
八
月
の
御
触
を
遵
守
さ
せ
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
女
芸
者
は
全
面
禁
止
で
は

な
く
、
前
回
は
「
宥
免
」
と
い
う
形
で
町
名
主
が
管
理
徹
底
を

す
る
こ
と
で
お
咎
め
な
し
だ
っ
た
。
今
回
の
発
令
は
取
り
締
ま

り
が
弛
ん
で
違
反
者
が
出
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
。

女
芸
者
許
可
の
基
準
は
「
親
兄
弟
が
働
く
こ
と
が
出
来
な
い

場
合
の
み
、
芸
事
を
生
業
と
し
て
茶
屋
で
働
く
こ
と
。
但
し
一

家
で
一
人
に
限
る
」
と
い
う
も
の
だ
。
実
娘
・
実
妹
の
ほ
か
、
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幼
少
時
か
ら
養
女
と
し
て
い
た
者
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。
し

か
し
複
数
の
女
を
養
女
と
し
た
上
で
芸
者
と
し
て
働
か
せ
て
い

た
者
も
お
り
、
そ
の
た
め
名
主
の
責
任
に
お
い
て
名
簿
を
作
成

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

あ
る
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
た
名
簿
に
は
十
四
名
の
記
載
が
あ

り
、
年
齢
は
十
七
歳
か
ら
三
十
三
歳
、
芸
者
稼
を
し
て
い
る
者

は
二
名
、
芸
者
稼
は
せ
ず
武
家
方
へ
出
張
す
る
者
が
六
名
、
料

理
茶
屋
へ
出
張
す
る
者
が
六
名
と
な
っ
て
い
る
。
武
家
方
出
張

の
者
の
な
か
に
は
、
長
唄
・
踊
り
・
義
太
夫
な
ど
の
指
南
も
し

て
い
る
者
が
い
る
と
い
う
。
→
産
業
篇

57―
671頁

。
産
業
篇

58―

123頁
。

《
嘉
永
四
年
＝
一
八
五
一
》

諸
問
屋
組
合
仲
間
の
再
興
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る

三
月
九
日
諸
問
屋
組
合
仲
間
の
再
興
が
今
日
申
し
渡
さ
れ
た
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
よ
り
組
合
仲
間
は
停
止
と
な
っ
て

い
た
が
、
期
待
さ
れ
た
物
価
抑
制
も
効
果
は
見
ら
れ
ず
、
か
え
っ

て
商
品
流
通
の
滞
り
や
価
格
高
騰
な
ど
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
て

い
た
。
停
止
直
後
よ
り
町
奉
行
遠
山
景
元
は
再
興
を
建
言
し
た

が
、
時
の
政
権
中
枢
に
却
下
さ
れ
て
い
た
。

再
興
に
あ
た
っ
て
は
、
町
奉
行
・
町
年
寄
か
ら
上
申
が
な
さ

れ
、
勘
定
奉
行
ら
と
の
交
渉
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
独
占

的
な
商
品
流
通
の
要
因
と
さ
れ
た
冥
加
金
上
納
や
株
数
の
固
定
、

株
札
の
配
布
が
行
わ
れ
た
文
化
期
（
一
八
〇
四
―
一
八
一
八
）

よ
り
前
の
姿
に
立
ち
戻
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
た
だ
、
廃
業
や

譲
渡
、
新
規
開
業
が
繰
り
返
さ
れ
、
往
時
の
姿
と
は
変
わ
っ
て

い
る
た
め
、
現
在
の
人
数
を
基
準
と
し
て
取
り
調
べ
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

当
面
は
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
停
止
以
前
の
者
を
古
組
や

本
組
、
停
止
後
に
開
い
た
者
を
仮
組
と
分
け
て
名
簿
作
り
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
→
産
業
篇

58―

209頁
。
市
街
篇

43―

43頁
。

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
の
江
戸
の
町
数
は
一
、
八
六
四
町

九
月
晦
日
町
奉
行
の
命
を
う
け
、
町
年
寄
館
市
右
衛
門
か
ら

享
和
二
年
に
調
査
さ
れ
た
江
戸
の
総
町
数
が
報
告
さ
れ
た
。
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当
時
の
総
町
数
は
一
、
八
六
四
町
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
要
因

は
数
え
方
に
あ
っ
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
、
名
主
二
名
に
よ
り
支

配
さ
れ
て
い
る
一
町
は
、
両
者
か
ら
申
告
が
あ
っ
た
場
合
二
町

と
勘
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
こ
の
他
、
ど
れ
ほ
ど
規
模

の
小
さ
な
町
や
門
前
町
等
も
丁
寧
に
書
き
上
げ
た
結
果
、
史
上

最
大
町
数
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
と
弘
化

四
年
（
一
八
四
七
）
の
総
町
数
も
添
え
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
、

六
七
九
町
、
一
、
六
八
五
町
。
こ
れ
は
勧
進
能
開
催
に
町
方
か

ら
の
拠
出
金
算
定
の
た
め
に
調
査
し
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
が
町

数
に
実
態
に
近
い
と
し
て
提
出
し
た
も
の
だ
。

江
戸
時
代
初
期
、
お
よ
そ
三
〇
〇
の
町
か
ら
出
発
し
た
江
戸
。

い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
拡
張
と
充
実
は
目
を
瞠
る
も
の
と
い
え

そ
う
で
あ
る
。
→
産
業
篇

58―

318頁
。

髪
結
仲
間
の
再
興

十
月

六
日

髪
結
仲
間
の
再
興
に
伴
い
、
町
奉
行
所
・
牢
屋

敷
・
町
年
寄
役
所
へ
出
火
の
節
に
駆
け
つ
け
る
役
を
今
月
十
日

か
ら
再
開
す
る
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ
た
。
す
で
に
先
月
末
に
髪

結
株
持
ち
主
へ
の
鑑
札
は
付
与
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
髪

結
仲
間
の
再
結
成
を
め
ぐ
る
紛
争
が
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
に

な
る
。

元
々
髪
結
仲
間
と
し
て
公
認
さ
れ
て
い
た
の
は
髪
結
株
主
の

団
体
で
、
そ
の
下
に
は
町
境
・
木
戸
際
・
橋
台
等
に
床
を
構
え

る
出
床
や
、
町
内
に
家
を
借
り
て
店
を
構
え
る
内
床
と
い
っ
た

髪
結
床
を
拠
点
と
し
、
周
辺
の
町
々
を
「
丁
場
」
と
い
う
テ
リ

ト
リ
ー
と
す
る
親
方
の
経
営
が
あ
っ
た
。
親
方
は
ま
た
そ
の
元

に
手
間
取
と
い
う
職
人
や
修
行
中
の
弟
子
を
抱
え
て
い
た
。
手

間
取
の
髪
結
職
人
は
、
親
方
か
ら
預
か
っ
た
「
丁
場
」
の
中
で

出
張
髪
結
（「
廻
髪
結
」）
を
営
み
、
そ
の
稼
ぎ
の
一
部
を
「
揚

銭
」
と
し
て
親
方
に
払
っ
て
い
た
。
親
方
も
ま
た
自
身
の
収
入

の
一
部
を
髪
結
株
主
に
「
揚
銭
」
と
し
て
上
納
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
営
業
権
を
株
主
か
ら
賃
借
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
公
布
さ
れ
た
株
仲
間
解
散
令

に
よ
っ
て
、
そ
の
翌
年
に
は
髪
結
仲
間
も
差
し
止
め
ら
れ
、
誰

で
も
営
業
に
参
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
親
方
に
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雇
わ
れ
て
い
た
手
間
取
職
人
が
勝
手
に
稼
ぎ
を
行
っ
た
り
、
親

方
た
ち
が
新
た
な
髪
結
床
を
作
り
出
し
た
り
と
の
事
態
が
進
行
、

営
業
テ
リ
ト
リ
ー
が
入
り
乱
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
揚
銭
収
入
も
不

安
定
に
な
っ
て
い
た
。

今
年
三
月
に
諸
問
屋
組
合
再
興
の
方
針
が
示
さ
れ
る
と
、
髪

結
た
ち
の
間
で
は
、
株
仲
間
禁
止
以
前
か
ら
の
古
床
と
、
そ
れ

以
後
に
自
立
し
た
新
床
の
営
業
権
や
揚
銭
を
め
ぐ
っ
て
深
刻
な

対
立
が
表
面
化
、
調
整
が
難
航
し
て
い
た
。

五
月
頃
に
は
、
元
の
髪
結
株
主
と
新
床
の
者
が
示
談
し
て
軽

め
の
揚
銭
を
差
し
出
す
こ
と
で
解
決
す
る
と
い
う
基
本
方
針
が

採
用
さ
れ
た
が
、
相
対
で
か
け
合
っ
て
い
て
は
埒
が
あ
か
な
い

た
め
、
諸
色
掛
名
主
が
介
入
す
る
形
に
な
っ
た
。
結
局
、
新
床

の
者
が
支
払
う
揚
銭
の
額
が
焦
点
と
な
り
交
渉
が
進
め
ら
れ
て

い
っ
た
。

髪
結
株
主
の
仲
間
一
同
は
、
従
来
の
手
間
取
層
か
ら
受
け
取

る
揚
銭
は
そ
れ
ま
で
の
三
割
減
、
新
床
か
ら
受
け
取
る
金
額
は

三
割
五
分
か
ら
五
、
六
割
減
と
い
う
目
安
で
事
態
の
収
拾
を
図
っ

て
き
た
が
、
今
日
の
申
し
渡
し
を
機
に
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
の

減
額
を
認
め
て
も
穏
便
に
示
談
を
決
着
す
る
申
し
合
わ
せ
を
確

認
し
た
。
こ
れ
で
よ
う
や
く
馴
染
み
の
職
人
に
髪
結
・
月
代
剃

り
を
任
せ
る
日
が
戻
り
そ
う
だ
。
→
産
業
篇

58―

344頁
。
市
街

篇

43―

60頁
。

池
田
屋
市
兵
衛
ら
派
手
な
遊
興
で
処
罰

十
一
月
十
七
日
向
島
近
辺
で
の
大
規
模
な
茶
番
劇
と
乱
痴
気

騒
ぎ
に
処
罰
が
下
っ
た
。
手
鎖
を
申
し
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
浅

草
福
富
町
の
質
屋
・
池
田
屋
市
兵
衛
ら
三
名
。
調
べ
に
よ
る
と
、

去
る
十
一
日
、
向
島
の
料
亭
大
七
の
新
座
敷
開
き
に
招
か
れ
た

の
に
乗
じ
、
大
人
数
を
催
し
て
の
茶
番
を
発
案
、
八
人
の
女
芸

者
等
に
は
大
名
奥
方
一
行
の
枯
れ
野
見
物
の
よ
う
に
飾
り
立
て

さ
せ
、
そ
の
他
、
思
い
思
い
の
扮
装
で
、
市
中
・
在
方
を
遊
び

歩
い
た
と
い
う
。
続
い
て
屋
形
船
で
盛
り
上
が
り
つ
つ
移
動
し
、

最
後
は
今
戸
町
善
蔵
方
に
て
鳴
り
物
入
り
で
茶
番
狂
言
を
演
じ

て
の
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
こ
の
派
手
な
騒
ぎ
の
首
謀
者
で
あ
る

池
田
屋
市
兵
衛
は
、
今
年
十
月
、
銭
相
場
調
整
が
図
ら
れ
た
際

に
、
買
い
占
め
に
走
っ
て
い
た
と
い
う
風
評
も
あ
り
、
厳
し
い
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処
分
が
下
さ
れ
た
よ
う
だ
。
→
市
街
篇

43―

111頁
。

《
嘉
永
五
年
＝
一
八
五
二
》

流
人
船
曳
航
等
、
再
び
廻
船
問
屋
が
担
当
へ

三
月
十
八
日
町
奉
行
所
は
廻
船
問
屋
た
ち
に
対
し
、
将
軍
の

御
成
や
火
術
稽
古
の
番
船
、
流
人
船
の
曳
航
と
い
っ
た
役
を
再

び
勤
め
る
よ
う
申
し
渡
し
た
。
天
保
十
二
年
の
株
仲
間
解
散
後
、

天
地
丸
で
品
川
辺
り
へ
向
か
う
御
成
や
浜
御
殿
へ
御
成
の
際
に

勤
め
る
番
船
、
ま
た
、
佃
島
海
上
で
の
火
術
稽
古
の
番
船
、
流

人
が
出
帆
す
る
際
に
島
へ
向
か
う
船
ま
で
の
小
船
の
曳
航
に
つ

い
て
、
海
手
を
見
通
せ
る
沿
岸
の
町
々
（
本
湊
町
な
ど
五
十
六

ケ
町
、
芝
如
来
寺
な
ど
二
ケ
寺
門
前
、
東
大
森
村
な
ど
十
九
ケ

村
、
品
川
猟
師
町
な
ど
二
ケ
町
）
が
代
わ
っ
て
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
た
び
諸
問
屋
組
合
が
再
興
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
以
前
の
通
り
廻
船
問
屋
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
で
よ
り
い
っ
そ
う
円
滑
な
船
の
差
配
が
期
待
さ
れ
る
。

→
産
業
篇

58―

476頁
。

江
戸
城
西
丸
造
営
へ
、
職
人
大
動
員

八
月
二
十
八
日
江
戸
城
西
丸
御
殿
再
建
工
事
に
伴
う
木
挽
・

杣
・
大
鋸
・
屋
根
葺
き
な
ど
職
人
の
動
員
が
始
ま
っ
た
。

去
る
五
月
二
十
二
日
、
西
丸
御
殿
は
大
奥
御
広
敷
か
ら
出
火

し
た
火
災
に
よ
り
跡
形
も
な
く
焼
き
尽
く
さ
れ
た
。
幕
府
は
、

三
日
後
の
二
十
五
日
か
ら
西
丸
御
殿
の
再
建
に
着
手
し
て
い
た
。

幕
府
は
、
ま
ず
、
西
丸
御
殿
の
再
建
に
あ
た
り
焼
け
跡
の
片
づ

け
を
始
め
た
。
焼
け
跡
に
は
、
焼
け
た
金
・
銀
・
銅
・
鉄
な
ど

が
散
乱
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
金
・
銀
に
つ
い
て
は
形
が
残
っ

て
い
る
も
の
は
御
用
蔵
へ
、
焼
け
流
れ
て
異
物
が
混
じ
り
成
分

が
不
純
な
も
の
は
、
吹
き
直
し
た
後
に
御
用
蔵
へ
入
れ
る
こ
と

と
し
た
。
銅
に
つ
い
て
は
古
銅
吹
所
へ
引
き
渡
す
こ
と
に
な
っ

た
。
鉄
に
つ
い
て
は
、
幕
府
よ
り
町
奉
行
へ
、
入
札
方
式
で
町

人
に
売
り
渡
す
方
針
が
示
さ
れ
、
こ
の
旨
の
町
触
が
出
さ
れ
た
。

次
に
、
造
営
組
織
と
し
て
西
丸
御
普
請
総
奉
行
に
老
中
阿
部

正
弘
、
西
丸
御
普
請
御
用
掛
に
若
年
寄
大
岡
忠
固
を
任
命
、
勘

定
・
作
事
・
小
普
請
・
目
付
・
勘
定
吟
味
な
ど
工
事
に
直
接
関

係
す
る
奉
行
も
任
命
さ
れ
た
。
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今
回
の
設
計
方
針
は
、
で
き
る
だ
け
短
期
間
で
の
御
殿
再
建

を
目
指
す
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
御
殿
再
建
時
の
よ
う
に
、
そ
れ

ま
で
建
っ
て
い
た
御
殿
を
踏
襲
し
て
設
計
す
る
方
式
は
や
め
、

極
力
手
間
を
省
い
た
設
計
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、

御
殿
の
室
内
に
つ
い
て
言
う
と
、
襖
に
描
か
れ
る
絵
に
幾
度
も

重
ね
貼
り
し
て
い
た
金
箔
は
砂
子
に
、
手
の
込
ん
だ
格
天
井
は

簡
便
な
板
天
井
に
変
え
る
等
で
あ
る
。
ま
た
、
再
三
の
火
災
に

よ
る
御
殿
焼
失
と
再
建
に
頭
を
悩
ま
せ
て
き
た
幕
府
は
、
防
火

壁
の
採
用
に
つ
い
て
も
検
討
に
入
っ
た
。

建
築
資
材
は
、
材
木
を
紀
州
藩
・
尾
張
藩
か
ら
の
献
木
の
ほ

か
、
尾
張
藩
領
内
木
曽
山
と
江
戸
市
中
か
ら
の
買
い
上
げ
で
充

足
し
、
石
材
は
小
田
原
藩
か
ら
調
達
す
る
。
金
箔
・
金
泥
・
金

粉
な
ど
の
金
類
は
、
幕
府
の
威
厳
を
示
す
重
要
な
材
料
で
あ
る

の
で
大
量
に
必
要
で
あ
る
が
、
市
中
の
も
の
だ
け
で
は
足
り
な

い
た
め
京
都
・
大
坂
か
ら
も
買
い
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
ら
建
築
資
材
に
つ
い
て
は
、
市
中
の
も
の
が
不
足
し
値

が
高
騰
す
る
こ
と
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
る
。
→
皇
城
篇
３
―

987頁
。
産
業
篇

58―

565頁
。

弛
む
奢
侈
禁
止
令
に
喝
！
最
も
問
題
な
の
は
武
士
…

!?

十
一
月
十
七
日
こ
の
日
、
奢
侈
取
り
締
ま
り
が
弛
緩
し
て
い

る
と
し
て
、
料
理
菓
子
類
、
鉢
植
物
、
女
性
の
履
物
に
関
す
る

町
触
・
申
渡
が
相
次
い
で
発
せ
ら
れ
た
。

先
月
、
老
中
阿
部
正
弘
は
独
自
の
情
報
を
も
と
に
市
中
取
締

筋
に
弛
み
が
見
受
け
ら
れ
る
事
項
を
列
挙
し
、
町
奉
行
に
実
態

探
索
と
対
策
案
の
策
定
を
命
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
た
町
奉
行
か

ら
の
上
申
を
も
と
に
発
令
さ
れ
た
の
が
今
日
の
三
件
の
取
締
令

だ
っ
た
。
町
奉
行
所
に
よ
る
事
実
確
認
に
よ
れ
ば
、
高
級
品
に

見
せ
掛
け
た
安
物
を
使
用
し
て
い
た
り
と
ほ
と
ん
ど
が
噂
の
域

を
出
ず
、
様
子
見
や
注
意
喚
起
で
済
ま
せ
ら
れ
る
程
度
の
も
の

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
料
理
菓
子
類
は
、
高
値
に
な

り
が
ち
な
初
物
な
ど
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
特
注
品

で
高
価
な
も
の
を
作
っ
て
い
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
。
ま
た
、

履
物
に
関
し
て
は
、
素
材
は
と
も
か
く
、
使
い
捨
て
の
も
の
に

見
栄
え
が
す
る
細
工
を
施
し
て
い
る
事
例
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

も
っ
と
も
問
題
だ
っ
た
の
は
鉢
植
物
だ
。
昨
年
か
ら
流
行
し

て
い
る
小
万
年
青

こ
お
も
と

（
小
藜
蘆
）
に
つ
い
て
は
、
他
と
比
べ
て
段
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違
い
に
高
価
な
も
の
が
出

回
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
二
月
の
町
奉
行

所
隠
密
廻
り
に
よ
る
探
索

で
は
、
五
十
～
八
十
両
で

売
買
さ
れ
た
事
例
が
あ
り

噂
で
は
三
百
両
も
の
値
が

つ
い
た
万
年
青
も
あ
る
と

い
う
。
鉢
植
物
は
三
両
以

上
の
も
の
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
百
倍
も
の
値

が
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な

る
。さ
ら
に
問
題
な
の
は
栽

培
者
で
あ
ろ
う
。
素
人
栽

培
者
の
中
に
武
家
の
隠
居

や
僧
侶
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
の
だ
。
趣
味
な
ら
ば

い
ざ
知
ら
ず
、
町
人
に
交
じ
り
損
得
勘
定
で
売
買
を
行
う
な
ど

言
語
道
断
、
武
士
の
恥
だ
と
上
層
部
で
は
憤
っ
て
い
る
。
→
産

業
篇

58―

442頁
、

599頁
、

625頁
、

626頁
、

627頁
。

《
嘉
永
六
年
＝
一
八
五
三
》

湯
屋
の
二
階
に
美
女
は
禁
止

二
月
十
九
日
湯
屋
の
二
階
で
脱
衣
の
番
を
し
た
り
、
風
呂
上

が
り
の
客
に
菓
子
を
販
売
し
た
り
す
る
二
階
番
。
今
日
、
若
い

女
性
を
そ
の
二
階
番
に
雇
っ
た
り
、
二
階
番
の
他
に
茶
汲
み
女

を
置
い
て
営
業
し
て
い
た
五
軒
の
湯
屋
が
吟
味
を
受
け
、
市
中

の
す
べ
て
の
湯
屋
に
つ
い
て
同
様
の
業
態
が
行
わ
れ
て
い
な
い

か
調
査
が
求
め
ら
れ
た
。
町
奉
行
所
隠
密
廻
り
の
極
秘
報
告
書

に
よ
る
と
、
今
回
摘
発
さ
れ
た
の
は
高
輪
・
芝
・
三
田
方
面
の

五
軒
の
湯
屋
で
、
十
六
歳
か
ら
二
十
一
歳
ま
で
の
若
い
女
性
を

雇
用
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
二
階
番
は
男
性
が
勤
め
、
菓
子
の

売
り
上
げ
が
収
入
に
な
る
た
め
、
湯
屋
に
敷
金
を
払
っ
て
住
み

込
み
で
働
い
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
若
い
茶
汲

み
女
を
雇
う
と
ど
っ
と
客
が
押
し
寄
せ
、
単
身
赴
任
の
地
方
武
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士
と
も
な
る
と
、
五
、
六
十
文
の
茶
・
菓
子
に
百
文
を
払
い
、

「
釣
り
は
い
ら
ぬ
」
と
い
う
始
末
。
収
入
は
大
幅
に
増
加
、
茶

汲
み
女
に
相
応
の
支
払
い
を
し
て
も
十
分
に
元
が
取
れ
る
勘
定

だ
と
い
う
。
今
後
は
取
締
が
強
化
さ
れ
、
湯
上
が
り
の
美
女
は

幻
の
存
在
と
な
る
。
→
産
業

58―

661頁

ペ
リ
ー
来
航
、
厳
戒
態
勢

六
月
三
日
相
模
国
浦
賀
沖
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
に
、
ア

メ
リ
カ
の
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
官
で
遣
日
特
使
に
任
命
さ
れ
た

ペ
リ
ー
率
い
る
、
蒸
気
船
二
艘
・
帆
船
二
艘
か
ら
な
る
船
団
が

現
れ
た
。
幕
府
は
前
も
っ
て
、
長
崎
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
報

告
書
や
漂
流
民
ら
の
尋
問
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
把
握

し
て
い
た
と
い
う
。
た
だ
、
幕
府
中
枢
部
の
危
機
感
は
薄
く
、

き
ち
ん
と
し
た
対
応
は
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

慌
て
た
幕
府
は
、
い
よ
い
よ
浦
賀
で
の
説
得
が
失
敗
し
た
場

合
、
ペ
リ
ー
ら
が
江
戸
湾
内
ま
で
進
入
、
武
力
行
使
に
出
る
こ

と
も
想
定
し
、
江
戸
湾
沿
岸
の
防
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
芝
か
ら
品
川
ま
で
の
沿
岸
に
屋
敷
を
持
つ
大
名
や
江
戸
城
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門
番
を
担
当
す
る
者
た
ち
に
対
し
、
防
備
を
怠
ら
な
い
よ
う
命

じ
た
。
特
に
、
羽
田
に
長
州
藩
、
品
川
御
殿
山
に
福
井
藩
、
芝

高
輪
に
姫
路
藩
、
浜
御
殿
に
高
松
藩
、
佃
島
・
鉄
砲
洲
に
徳
島

藩
、
深
川
に
柳
川
藩
を
配
置
し
、
沿
岸
一
帯
の
防
備
を
徹
底
さ

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
先
手
組
に
昼
夜
に
わ
た
る
江
戸

市
中
の
巡
回
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
非
常
時
の
警
報
手
段
と
し

て
半
鐘
の
利
用
を
指
示
し
て
い
る
。
万
が
一
、
異
国
船
が
江
戸

湾
に
乗
り
入
れ
た
際
は
、
八
代
洲
河
岸
の
火
消
役
や
大
名
屋
敷

の
火
の
見
櫓
よ
り
、
火
災
と
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
早
半
鐘
を

打
ち
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
日
光

輪
王
寺
宮
や
伊
勢
神
宮
、
増
上
寺
に
対
し
、
攘
夷
や
世
上
静
謐

の
祈
祷
・
祈
願
も
命
じ
て
い
る
。

沿
岸
警
備
を
担
当
し
た
藩
で
は
、
大
砲
が
足
り
な
い
場
合
、

寺
院
の
梵
鐘
で
誤
魔
化
し
た
と
も
。
武
士
の
な
か
に
は
武
具
や

武
器
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
古
道
具
屋
な
ど
で
急
遽
準
備
し
た
者

も
い
る
と
い
う
。
鎧
の
装
着
方
法
を
図
示
し
た
解
説
書
も
出
さ

れ
て
い
た
始
末
で
あ
る
。

一
方
の
庶
民
は
と
い
う
と
、
異
国
が
軍
艦
で
開
国
を
求
め
て

き
た
と
い
う
状
況
の
実
感
が
薄
い
の
か
、
多
く
の
者
が
見
物
に

出
て
、
小
船
で
近
づ
く
者
も
絶
え
な
か
っ
た
。
世
情
を
皮
肉
る

狂
歌
や
落
咄
、
風
刺
画
な
ど
も
数
多
つ
く
ら
れ
、
楽
し
ん
で
い

る
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
→
港
湾
篇
２
―

885頁
。
市
街
篇

43―

650頁
。

《
嘉
永
七
年
＝
一
八
五
四
》

上
方
へ
の
状
箱
運
送
中
に
暴
行
を
受
け
る

二
月
十
九
日
夕
七
ツ
時
前
、
新
両
替
町
三
丁
目
往
還
の
中
ほ

ど
で
暴
行
事
件
が
起
き
た
。
事
件
の
発
端
は
、
火
事
場
見
廻
り

徒
士
・
石
橋
久
蔵
（
三
十
五
歳
）
が
、
人
足
・
鉄
五
郎
（
三
十

二
歳
・
元
大
工
町
清
兵
衛
店
弁
次
郎
こ
と
）
と
の
す
れ
違
い
ざ

ま
に
「
肩
が
触
れ
た
」
と
言
い
が
か
り
を
つ
け
た
こ
と
か
ら
口

論
と
な
り
、
暴
行
を
加
え
た
こ
と
に
よ
る
。
久
蔵
は
、
す
ぐ
さ

ま
取
り
押
さ
え
ら
れ
、
現
在
、
町
内
自
身
番
屋
に
留
め
置
か
れ

て
い
る
。

こ
の
日
、
鉄
五
郎
は
老
中
・
久
世
大
和
守
か
ら
京
都
所
司
代
・

脇
坂
淡
路
守
と
大
阪
御
城
代
・
土
屋
采
女
正
へ
の
御
用
物
と
御
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状
箱
を
運
ぶ
行
列
の
一
行
の
中
に
い
た
。
一
方
、
久
蔵
は
、
火

事
場
見
廻
り
・
藤
堂
乗
之
丞
配
下
の
徒
士
で
、
築
地
に
あ
る
同

役
・
戸
川
内
蔵
助
宅
で
の
寄
り
合
い
に
仲
間
と
と
も
に
出
掛
け

た
帰
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
暴
行
事
件
に
は
、
鉄
五
郎
と
と
も
に

荷
を
運
ん
で
い
た
人
足
・
藤
次
郎
（
四
十
一
歳
・
南
伝
馬
町
一

丁
目
清
右
衛
門
店
）
も
巻
き
込
ま
れ
た
。
御
状
箱
の
上
蓋
は
血

ま
み
れ
と
な
り
、
藤
次
郎
が
持
っ
て
い
た
御
用
高
張
提
灯
は
無

残
に
も
壊
れ
た
。

久
蔵
は
「
行
列
が
公
儀
の
も
の
で
あ
る
と
は
分
か
ら
な
か
っ

た
」
と
訴
え
て
い
る
が
、
久
蔵
を
知
る
人
々
に
よ
る
と
「
元
々

が
さ
つ
者
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

鉄
五
郎
と
藤
次
郎
は
深
手
を
負
う
重
症
で
、
医
者
に
よ
り
怪

我
の
手
当
が
行
わ
れ
た
が
、
完
治
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

→
市
街
篇

43―

924頁
。

富
裕
な
商
人
ら
に
御
用
金
を
申
し
付
け
る

五
月
二
十
五
日
町
奉
行
所
は
、
四
月
六
日
に
発
生
し
た
御
所

炎
上
に
伴
う
造
営
費
、
外
国
船
来
航
に
対
処
す
る
海
防
費
な
ど
、

度
重
な
る
莫
大
な
入
用
負
担
を
補
う
た
め
、
富
裕
町
人
に
御
用

金
上
納
を
命
じ
た
。

御
用
金
令
は
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
を
初
見
と
し
、
こ

れ
ま
で
計
六
回
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
主
な
名
目
は
米

価
調
節
費
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
海
防
費
と
し
て
の
徴
収
は
初

と
な
っ
た
。

六
月
朔
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
に
呼
出
を
受
け
る
町
人
は
総

勢
二
二
七
名
、
総
額
二
十
万
千
五
百
両
が
納
め
ら
れ
る
予
定
だ
。

こ
の
内
、
高
額
上
納
者
と
し
て
は
勘
定
所
御
用
達
の
三
谷
三
九

郎
、
鹿
島
清
兵
衛
で
五
千
両
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
対
象
と
な
る
町
人
以
外
に
も
、
引
き
続
き
該
当
者
の
調

べ
が
進
ん
で
い
る
。
→
市
街
篇

43―

996頁
。
産
業
篇

58―

910頁
。

ま
た
も
火
薬
が
爆
発
―
今
度
は
淀
橋
で
水
車
吹
き
飛
ぶ

六
月
十
一
日
早
朝
五
時
過
、
柏
木
淀
橋
町
付
近
で
火
薬
製
造

中
の
淀
橋
水
車
が
三
度
爆
発
、
町
続
き
の
家
が
百
五
十
メ
ー
ト

ル
余
、
幅
十
メ
ー
ト
ル
に
渡
っ
て
焼
失
、
爆
風
に
よ
り
近
隣
一

帯
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
死
者
や
怪
我
人
も
多
数
出
て
い
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る
模
様
で
、
付
近
住
民
の
懸
念
が
最
悪
の
形
で
現
実
と
な
っ
た
。

御
府
内
や
周
辺
地
域
で
は
、
火
薬
製
造
を
委
託
さ
れ
た
水
車

が
今
年
春
に
入
っ
て
か
ら
続
け
ざ
ま
に
爆
発
し
て
い
た
。
四
月

の
武
州
荏
原
郡
小
山
村
で
の
爆
発
で
は
、
死
骸
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
者
も
い
る
と
い
う
。
そ
の
直
後
に
火
薬
製
造

の
管
理
体
制
に
関
し
て
御
触
が
出
さ
れ
た
が
、
守
ら
れ
て
い
る

か
は
疑
問
で
、
不
安
の
声
は
絶
え
な
か
っ
た
。

淀
橋
水
車
は
昨
年
七
月
に
「
御
用
鉄
炮
薬
製
法
所
」
を
、
十

一
月
に
「
西
洋
砲
御
貯
御
用
合
薬
製
場
」
の
公
儀
御
用
を
仰
せ

付
け
ら
れ
、
柏
木
淀
橋
町
の
住
民
も
「
御
公
儀
の
御
用
な
ら
ば
」

と
特
に
反
対
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
他
地
域
の
爆
発
事

故
に
不
安
を
覚
え
、
名
主
に
場
所
替
え
を
願
い
出
る
よ
う
迫
っ

た
が
、
そ
も
そ
も
名
主
が
誘
致
し
た
た
め
に
聞
き
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
住
民
は
、
領
主
で
あ
る
臨
済
宗
麟
祥

院
を
頼
っ
て
訴
願
を
提
出
し
た
。
五
月
半
ば
の
時
点
で
町
奉
行

ま
で
歎
願
が
届
い
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
場
所
替
え
の
話
は
進

ま
ず
、
事
故
に
至
っ
た
。

公
儀
や
諸
大
名
方
は
火
薬
の
在
庫
を
増
や
し
た
い
、
製
造
者

も
金
に
な
る
た
め
ど
ん
ど
ん
製
造
す
る
、
と
い
う
方
式
が
出
来

上
が
り
、
安
全
性
は
二
の
次
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

迷
惑
を
被
る
の
は
近
隣
住
民
達
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
さ
っ

さ
と
逃
げ
る
し
か
な
い
よ
う
だ
。

な
お
、
淀
橋
水
車
の
持
主
は
、
爆
死
し
た
様
子
は
な
く
行
方

不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
直
後
に
町
奉
行
所
に
駆
け
込
ん
で
い

た
ら
し
く
、
吟
味
中
は
牢
屋
入
り
と
な
っ
て
い
る
。
→
産
業
篇

58―

870頁
。
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